
ワーキンググループ以降

大規模噴火時の広域降灰対策検討ワーキンググループ報告について
○ 富士山の1707年の宝永噴火規模の噴火をモデルケースに、大規模噴火時の広域降灰対策の検討を行う際の前提となる、
（１）降灰分布と交通機関やライフライン等への影響 （２）大規模噴火時の広域降灰対策の基本的な考え方
について、ワーキンググループで検討。今後、関係省庁で具体的な対策の検討を行う。

○ ワーキンググループの報告を踏まえて、関係省庁、関係指定公共機関及びインフラ事業者等が、有識者の協力を得て検討体制を設け、
大規模噴火時の広域降灰に対する具体的な対策を検討。

 噴火前の地震等、火山活動活発時に、地域を離れることが可能な人
は、降灰が想定される範囲外への避難。

 噴火期間中、火山灰が降った範囲にいる人は、当初は備蓄を活用して
自宅・職場等に留まり、必要に応じて一部の地下鉄等の利用可能な
交通機関を使って範囲外へ避難。

 木造家屋の倒壊が想定される降灰厚に達する前に避難を完了。

（２）大規模噴火時の広域降灰対策の基本的な考え方
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（１）降灰分布と交通機関やライフライン等への影響

住民等の行動の基本的な考え方 対策の検討に当たっての留意事項
■国から国民への呼びかけの仕組みの検討
■大規模広域の住民避難方策の検討
■火山灰が降った範囲にいる人への物資供給方策の検討
■電力、鉄道、道路等インフラの早期復旧方策の検討
■大量の火山灰の処理方策の検討 等
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